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画が
岐阜ダルクとの出会いの中で

岐阜ダルクと私の出会いは新聞でした。ある日、岐阜にもダルクが開腹され

たという記事を新聞の中で見つけ、ボランティアに関わる仕事をしていた私は

迷わず言語を入れました「一度見学させていただきたいのですが・・・」との

私の申し出に、遠山さんは「どうぞ」とちょっとぶっきらぼうな対応で不信

感がいっぱいという感じでした。後日、仕事のない日に電話をしておじやまし

たのですが、そこはなんと我が家と同じ町内で目と鼻の先でした。関るい笑顔

で迎えてくださったのは、岐阜ダルク代表の遠山香さんでした。それからです

よね、私と遠山さんの関係が飴まったのは・・・。いろいろな事がありました

ね。

水谷修氏を迎えての薬物乱用シンポジューム、娘の通う中学校での講演、そし

て1周年記念フォーラムなど、目の前に立ちはだかる大きな壁を確実に乗り越

えていかれるお姿を、日々身近にそして新聞で見せていただきました。

仕事の帰りに岐阜ダルクの前を通ると、たった一人で机に向かい思い悩む姿

を何度も見かけました。あなたの痛々しいほどに頑張る姿はまわりの皆に伝わ

っています。自身も薬物依存症を乗り越えたあなただからこそできることなの

だと思います。

私の父は、アルコール依存症そしてギャンブル依存症でした。今にして思え

ばですが‥・当時はそんな言葉も知りませんでした。当然のことながら家庭

は朋接していました。子ども心に思い描く億全な家庭とのギャップに耐え切れ

ず、二十酸の時に心の中で親子の縁を切りました。その父はお蔭様で今も健在

で、この年になって少しは父の気持ちが理解できるようにもなりました。それ

もダルクとの出会いがあったからかもしれません。

ボランティアの仕事を卒業し、4月から新たな仕事に取り組むことになりま

したが、これからも陰ながら応援しています。

清水　由子
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冨　　3月12－18日までの約，週間、醒ダルクのプ。グラムに参加させていただ
省　　　きました。　プログラムはミーティング・ランニング　NAとまあこの3っが

留　　　主体（それしかないのだが）でシンプルなものでした。特にミーティング
牛　　では、真剣な姿勢が感じられ「正直になる」ことの大切さを改めて思い知らさ

㌻　霊気業誌書誌：善業諾岩美詰復
命　　　と成長を共に分かち合ってゆけることをハイヤーパワーに祈ります。
留　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感謝！　ムーチョ
脅

留

脅

冨　　　　　　薬物依存症の春ですo
留　　　　今年に入ってからも色々新たに新しいことが始まりました。アルバイトが始
脅　　まったり、韓国に行ったり、色々な行事に参加したりと、とても素晴らしい体

『詰ま蓑霊霧譜議書ミ曇誓書誓
脅　　　ンク、長良川を5Km走ること、アルバイトに行きたくない日も行くこと、名古

常　　　屋の仲間達との週一回のバーベル。何とか無理やり前向きにかかすことなくや
留　　　っているけど、正睦どれも本当につらいし、もっと正直に・‥めんどくさい

第　日も多くありますoそこに行くという事だけで休まず軌、ていますo
岐阜の仲間がいなくなったり、調子が悪くなったり、悩む日もありますが、

色　　なんとか今のありのままを続けていますo続けているうちに、他のメンバーの
留　　　仲間に会えることや会いに行ける事が、最高の楽しみです。目標は美しい、す
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ありのままの自分

週末、岐阜ダルクから長良川を走ります。3月には土手に土筆とりの人を

見かけました。先日はタンポポ、菜の花がいっぱい咲いていました。

花の数、種類が走る度に増えていきます。

ダルクの活動も人から人へ、教会の方々、家族の方々、弁護士、学校の先生

など、点から線へ、線から面へと蚊がり、目に見える花の様に、目に見えない

あたたかい風の様に地域に根づいていく活動だと実感しています。

目に見える姿に頼って生きて来た自分は、関係者の方々にお会いする為に、

流行りの白い綿のジャケットが欲しくてたまりません。岐阜のパルコや豊橋の

駅ビル、大須など病気を出して探していました。一度、試着したら、給食のオ

ジサンの様でがっかりしました。見た目のカッコ良さに惑わされる自分に気づ

きました。　「ありのままでいい。」　ダルクのプログラムを思い出しました。

いっも、ダルクの活動に御理解と御支援をありがとうございます。
“花も美しい、凪も美しい、

それに気づくあなたの心が美しい“

プロジェクト三河ダルク　　笠鴫　さとし

タルク・バが一の粛知らせ　粛疎い

今年鷹．筆書曾lL○○東帽の中で質後篇鋤のバが一書年4回蘭書しましま．

霧．バが一緒動を蓋し軍曹九〇の議書しこいくこきもできればきまっています．

つきましては、竃後の後篇e鴨で農って115不鵬をタルクに簾田しこ下さい．

会Itが一に出教できる重賞鵬　タカlL．五重．営警H　を、

相聞・抽　ま細く韓日の職）　鯵と
置皇室墓の上．麟℡ケルウ書でさけこいた電柵地は嚢Ilです．

（禽058－251－6922）

＊　嶋車高鴫・遁綿の方、大量の櫛につきまして離京●iにeいます．

京I且バザー：∴∴5921日（日）IO峠－i5時

会場：車軸豊高富店7il－マーケ1ト畦車場（山県高書ホ）

ぜひ会場に東電下さいII　（＊‾＿‾＊）
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繊纂吊アン三㌢ハセ塾韓国

軍書／l3－Isaに 

enで、●噛しい 

傭農と出会い”書鐘なし亡き事しま。日韓からさまくきんの録購 �か細、きしと、 

I3日の東登山に鄭重するときっ巻く、「場下韓の置II粛」というまき肯軍にP

ILどすユース京スチルという会場に鴫か11ましな。地下糠軍隊録103人とこれ

でIIいのかきまも教書いると、がラiI－マンきのき性か重しかけてきて（もち

うん細さ露）結き鋸かtllで観る書き具せて徽え亡もらい．義軍に会場に和書

LsL鰹。会場に書くと．日章から東軍いる鯵つかしい録慮れに食い履っe一

重。しかし、置きの細物鱗な虚言は儒きんとIIeい。賀＜きこうによると種田

では豊満農機〇gの田の事績機十分に漉け与れす、細か鯵いき●べそいけきい

のでIBLか傭持寄と5ccかでき鯵いきいづこさすしな．きれでも、機のz

BMで細田の薫物傭なた書の轟の竃をきくききか電きましな．着物鍬露に幽e

e．物種郵艦・脚龍噺cc結く鍵龍田U鰹eliうごとがわかIIeしな。置農の

田のな飢串教書を敬う蜜絡部書く教員着手しな．

dSで一機の空き鴫動に暢登山タ9－、合の類が義母手やれル手市場や複

願・生活魅責請鯖を連ねる回教市場、言寄の丘を調、ま糎、40℃の鴫書から

蕎組まで観る機勺鯵種類のずりすき電蓄越せの請ってILから東経連れがのんぴ
Ilおごして115ペスeeいう会意瀞場を接し桝事しな．1割日舞京子IL暢費しい

景色の広がる葉書台ピーチに館Il、撒ワトに粛柵をいれヒインスタントコーヒ
ーを蒐っこいeaはきん桝斬勺に繍Ii．日轟きにするCioO膿ですが思わす

賞って．簸辺でくつ青雲ましま．

7ILバイトで絡墓分会で簾田も葉しんでいる録晴の義子を果て、回復の郵意

を魅¢暮した。弥き鯵ソウルで寄書十一が結われるellう露も窃IIます。白書

から諏語義でI鴫調整で行ける細田．手緩ぜひ縛って静電11と黒いきず。この

よう鯵強食が窃なえられ糎こきに心から震動いなします。

連山　寄
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命常音符静音符命令命奇骨脅命令留脅留脅省令留命命令留帯留奇骨奇骨音色

iR一書且　活動鋼管

I／5∴：酷話講和心一ジ

1万　　三：．二二言寄」事インか

i／奮I∴寒に霜′宇イ77重ズティNi銅n

I／25∴∴1かしケ贈V7運動的裏

書／27　重請すき一ジ

2／i　　二二二1㌔場か－ジ

ul　　＝：．ここ章一書インか

2／e iu細田：i〝）櫨尋ト

が調　　二〇二一＿一手ィシケ

あ／Iききi　三三二二二二二二∴‾ニ

2／夜　責陶的ウオーう血

相　二二二二二二二一mィンケ

2／か∴：霊零霜を心－ジ

3／l　　託割i一ティシケ

，／l？∴∴nepティ調の○○富

農／鴨　　二‾二二‾一二二一mインケ

書／ll∴1日1教個室ニコンか－ト

書／zl　　重器話語章立寄一ジ

事I確I∴二三三二二二二－‾＝≡

書／か　eOj甘春季スト記章7オー言葉種山

平成17年度収支報告（平成17年4月1日一平成18年3月31日）

33052 � 

2824994 �－ 

280lm �／　　　　〇　・へ／ 

376920 � 

50000 � 

1245030 � 

一　〇 � � 

収入 支出
4，8（婦．9額；∴∴∴∴4，770，242

奇骨筒音音色令色省令命令常省令奇骨省命奇骨留命筒音命令令色脅筒音常常

★1月1日～3月31日受付分　（競真電・順不同）

たくさんの曽糠より集金・葉風をいただきまして、有置うございます。

引き置き、轡録の心纏まる、ご支義を心からお細い申し上げます。

漫最強塵　土田弘子　臼田喜美江　成田功一　種山鼻　山田七繍千　八日菓子

須筆八千代　青井初重　小西瞳大　西鋼脚力∴池田噂造　成葉伸子　小越蔓韓　o

山田修∴績垣義則　大田喜久男　北村韓　安江億大部　安西玲子　神谷美智子

三絡一枝　上田千鶴子　大嶺費すみ　綱切かすご　制I旧子　再審敏夫

相中和代　池田ひろみ　種濃万有里　足立政子　所弁義士　三嶋須購子　綱田瞳朗

中木アキとつ，赫見整理抄　更正倶裏法人岐阜照更正保検事集成会珪軍費・古田書

付的クリニック　カトリック平針簾会・宮崎係司楕父　ダルク復讐会　長パウロ簾会

やまやクリニック・山谷鍍‾院長　美章加茂カトリック年会・ブラジル人共同体

多治見・笠原nA連合会　摩滅カトリック義金∴調ナカヤ薬局・石井繊志薬剤師

ゴスペル義金・鵜氾観韓牧師　カトリック各班原薮会　岐阜カトリック義会

社全編社香員会／カリタス・ナゴヤ　ビア岐阜　カトリック守山震会　オタワ義持修道女金

賞ケ丘カトリック鍍金　農高禦院∴筒口大学・大野正博　八軍書置修道院

小牧ライオンズクラブ一会賛　青少年委員要　他

その他瞳名3件

アイ　迫田ひろみ　竹本義鴫

曹操のご支義に心より置場申し上げます。

お纏込みの農に、匿名を肴豊される方慮、輯れ入りますが、その旨亀鑑込用紙にご

亀大下さい．　なお轡持ながら、嚢逃僻葉青嶋化のために、すべての曹録に筆書用筆

を同封させていただいておりますこと鱒了承下さい．

集金のお重い 
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告　　　　　　　　i4㌧＿肇＿一一〇　私咄でしょう？ 

■－綴濁音易「「鰹i＼’譜讃㌻藩 

∴∴「∴：∴∴　　　∴∴∴∴∴し∴ 

差 � �∴∴∴ ／マ∴∵‾－ 

農集復配 

お待たせいたしました。購鮎つうしん春号のお届けです。年調6回を目標にニューズ 

レターの農集作業にあたっています。衛の隅々に春の香りを慮じら今日この頃ですが、 

覆る中、恒個のお花見を楽しみました。　もずかな鋤面にあのように美しい花を 

蝶あすことのできる機に意地を費えながら、伸蘭たちとそのような時面を藁しむことが 

できることを、篇しく思いました。　いつもダルクを支えて下さる方々も人事異動の着、 

ださい。　この度、AJU強のお寓で欝三種郵便鱒の管可がおりました。一人でも多くの 

方々にダルクのメッセージが届きますように。　藁簡依存の蘭越で苔しんでいる多くの 

墓《〈＿　　…（輔じじ）e 
輸帖つうしん　春号（No．8）

★編集　　岐阜ダルク

〒500－8176　峻阜市長住町7－8∴∴TEIJHAX：068－261・6922

郵便緩着口庄　00840・6－167762　岐阜ダルク鰻重全

銀行握暮口塵　十六銀行　同塵町支店　青竜1261434　岐阜ダルク　代表　遠山　呑

★足鮎　一節・100円　　　★　細集責任者　遭山　香

★　纏行所　　東海身体雑著者団体定期刊行鞠協会

名古屋市中区丸の内3－8・48　みこころセンター
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